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世
幣
篤
替
の
補
強
工
作

傍
王
十
三
巻

第
五
批

玉
三
八

宝玉

A 

法
幣
震
替
の
補
強
工
作

語

永

清

行

戦
時
局
坤
替
針
策
の
建
前

支
那
善
政
槽
の
戦
時
金
融
針
策
は
岡
内
渇
貨
と
し
て
の
法
幣
に
つ
い
て
は
、
常
然
そ
の
収
納
策
に
強
度
の
闘
心
主
持
た
ざ
る
を
得

た
か
っ
た
。
た
と
ひ
牧
縮
策
緩
和
の
要
に
拍
一

ιれ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
膨
脹
誘
致
に
陥
ら
ざ
る
に
探
〈
留
意
し
た
け
れ
ば

な
ら
泣
か
っ
た
。
か
く
て
物
慣
の
激
費
、
幣
制
の
崩
壊
に
警
戒
を
般
に
し
た
る
と
と
は
民
間
二
十
六
年
(
一
九
三
七
年
)
八
月
十
五
日

財
政
部
公
布
の
「
非
常
時
期
安
定
金
融
耕
法
」
以
降
、
数
々
の
戦
時
金
融
法
規
に
徴
し
て
も
明
か
在
所
で
あ
る
。
而
し
て
消
極
的
金

融
調
整
措
世
は
積
極
的
金
融
調
整
手
段
止
合
し
て
、
内
に
劃
し
て
は
通
貨
調
怖
を
逐
突
強
化
し
、
外
に
封
し
て
は
鶏
替
を
間
接
に
直

接
に
統
制
し
た
も
の
で
あ
る
。
就
中
、
岬
両
替
針
策
忙
は
樹
め
て
償
煮
た
る
態
度
を
持
し
来
っ
て
ゐ
石
乙
と
は
、
支
那
民
間
側
に
長
い

て
、
支
那
政
府
首
局
は
、
鴻
替
相
場
の
維
持
以
外
白
問
題
に
は
、
考
慮
を
梯
ふ
齢
絡
も
誠
意
も
有
し
た
か
っ
た
と
非
難
し
て
ゐ
る
程

で
あ
る

然
も
詰
問
政
権
側
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
歴
史
尚
浅
者
法
幣
を
以
て
戦
時
に
在
っ
て
常
時
の
如
〈
に
属
し
得
、
自
由
貿
買
を
維
持
し
て

然
も
央
墜
せ
ざ
り
し
は
、
寅
に
中
外
稀
に
見
る
所
と
し
て
法
幣
劉
外
鴻
替
相
場
の
安
定
を
語
っ
て
ゐ
か
。
と
り
聞
に
つ
い
て
劉
大
釣

は
「
日
本
は
既
に
鴻
容
管
理
官
。
Z
P明
S
E
E
-
)
を
資
施
し
て
ゐ
た
。
己
れ
に
反
し
支
那
は
先
行
例
と
は
逆

ι事
境
後
生
の
首
初
八

筒
月
間
、
錨
特
平
術
資
金

(
Z
n
E国
間

m
Z
E
-
-
E
m
w
B
Z
S
の
操
作
を
停
止
せ
や
し
て
、
何
事
も
惹
起
し
一
た
か
っ
た
(
下
略
ご
と
云
ふ

東京銀行集官所調査課編、間民政府の職時金融針策、 p.31 
法解之同顧興前曜、頼済研究、第一巻、第一抗、 pp.24-25. 
D. K. ~iell， The Sino-Japane姐 ι-urrency、1Var，Pacific Affairs， Vol. XII， 
No. 4， Dec. 1939， p. 414. -
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て
ゐ
る
。
営
初
の
跨
急
針
策
た
り
し
「
非
常
時
期
安
定
金
融
制
開
法
」
は
預
金
の
挽
戻
制
限
を
腎
施
し
、
所
調
第
一
次
の
モ
ラ
T

リ
ア

ム
を
劃
し
た
も
D
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
一
聯
の
措
置
に
岩
い
て
も
巧
妙
た
仕
組
に
沿
い
て
現
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
内
に
針

し
て
金
融
を
安
定
し
、
外
に
針
し
て
潟
替
を
統
制
す
る
と
と
の
困
難
を
明
瞭
に
反
映
す
る
に
五
っ
た
d

膏
政
棺
と
し
て
は
阿
よ
り
鵡

棒
統
制
の
要
に
迫
ら
れ
危
か
っ
た
の
で
は
な
〈
、
そ
の
戦
時
金
融
制
策
上
の
軍
要
性
は
凝
胡

L
て
居
っ
た
所
で
あ
る
。
然
も
支
那
由

特
殊
情
勢
が
政
府
内
一
滴
自
的
態
度
の
決
定
を
牽
制
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
は
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

た
む
己
h

で
一
闘
す
べ
き
は
新
貨
幣
政
策
に
よ
る
法
幣
制
度
の
機
能
如
何
で
あ
る
」
別
法
幣
制
度
は
周
知
の
如
く
、
根
本
K
告
い
て

「
管
理
遇
貨
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
果
し
て
財
政
部
の
命
令
に
よ
っ
て
金
融
危
機
を
消
滅
さ
せ
得
る
と
と
が
川
来
る
ま
で
に
既
に

奏
功
白
域
に
到
し
て
ゐ
た
か
に
つ
い
て
は
、
支
那
側
に
肯
定
的
見
解
が
存
し
て
ゐ
る
け
れ

E
も
そ
白
ま

t
h
k
は
受
容
れ
難
い
も
の
で

あ
る
。

肯
定
的
見
解
に
沿
い
て
は
法
幣
政
策
は
既
に
成
功
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
り
、
支
那
の
外
岡
鴻
替
保
有
額
が
豊
富
と
左
り
、
針
外
敬

支
勘
定
項
目
も
牧
支
相
償
ワ
て
ゐ
た
と
す
か
。
更
に
か

a
h
Z
傾
向
を
続
る
も
の
と
し
て
、
孔
財
政
部
長
が
英
閥
皇
帝
戴
冠
式
に
参
列

の
筒
、
欧
米
を
周
遊
し
、
外
資
を
借
入
れ
し
所
あ
り
、
叉
米
文
銀
協
定
の
指
定
改
疋
あ
り
、
以
て
法
幣
の
準
備
力
主
増
強
し
、
同
際

牧
支

E
調
整
し
、
そ
の
殺
偉
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
。
更
に
上
海
戦
の
前
夜
、
'
花
支
友
邦
開
銀
行
の
協
力
主
得
て
紳
士
協
定

を
結
び
、
加
へ
て
救
国
公
債
の
券
集
は
順
調
一
な
る
を
得
、
民
間
保
持
の
金
銀
集
中
無
も
大
い
に
そ
の
殺
を
牧
め
た
と
い
ふ
。

己
れ
等
の
事
資
は
酋
時
の
外
麗
市
場
印
ち
外
凶
潟
替
市
場
に
針
し

τ、
何
れ
も
が
，
M
貨
に
、
極
め
て
良
好
な
る
影
響
を
奥
へ
た
も

D

で
あ
り
、
従
て
支
那
は
内
外
既
に
一
均
額
の
正
貨
を
擁
し
て
準
備
と
な

L
、
以
て
法
幣
の
渡
行
に
封
し
て
依
然
絶
射
に
慎
重
在
る
態

度
を
と
り
、
潟
替
相
場
を
確
保
し
て
低
落
せ
し
め
た
か
っ
た
最
有
力
白
原
同
を
た
し
た
も
白
で
あ
る
と
す
る
。
併
し
乍
ら
か
、
る
事

法
幣
鵠
替
の
補
現
工
作

第
五
十
三
巻

玉
三
九

品
帯
有
抗

豆E

ブL

ノ]、島博士、支那に於吋る特時通貨の研究、 pp.10,;:-131 • 5) 開古玉嗣、中岡
職時腕済、 pp.461-463 励 金捷球、中岡的新貨幣政策 PP.146-1S6.W 
Y. Lin， The Monet:1ry Syste田 ofChina~ 1937， pp 80-&3. 7) 前摘、世幣之
同願奥前瞬、 p.28. $)民園二十六年八月二十六日公布、救岡公債傑例、参問。
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幣
法
相
坤
替
白
補
強
工
作

第
王
+
一
一
一
審

第
五
銃

宜
因
。

六
O

情

E
，
集
録
し
て
こ
誌
に
至
れ
ば
、
矯
替
統
制
を
寅
施
し
な
か
っ
た
と
と
は
、
偽
替
市
場
の
強
根
性
を
語
る
も
白
と
は
な
ら
宇
し
て
、

、
逆
に
モ
の
脆
弱
性
の
側
面
的
補
強
を
一
不
す
も
白
で
あ
る
。
然
も
戦
匝
の
出
明
大
と
国
際
情
勢
の
務
仰
は
蒼
政
槽
の
戦
時
金
融
針
策
を
盆

々
窮
迫
せ
し
め
て
行
〈
の
で
あ
り
、
鋳
替
針
策
と
し
て
も
後
顧
の
如
き
進
路
を
辿
っ
て
、
そ
の
最
も
困
難
と
す
る
統
制
操
作
を
、
最

も
混
飢
し
た
戦
時
欣
態
に
沿
い
て
奏
殻
せ
し
め
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
怠
っ
た
白
で
あ
印
。

も
っ
と
も
法
幣
針
外
潟
替
相
場
は
果
し
て
低
錦
替
を
以
て
有
利
た
り
と
す
る
か
、
或
は
逆
忙
低
矯
替
を
以
て
不
利
と
す
る
か
は
吟

味
を
一
安
す
る
重
要
観
駄
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
偽
替
相
場
放
任
を
採
る
ペ
者
や
或
は
鴻
替
相
場
維
持
を
計
る
べ
き
や
D
問
題
は
一

膝
留
意
し
て
置
か
一
泣
け
れ
ば
た
ら
左
い
。

現
寅
に
現
れ
た
経
過
を
同
顧
す
れ
ば
、
支
那
事
境
後
白
法
幣
針
策
は
法
幣
牧
紛
争
励
行
し
て
、
闘
内
保
有
金
銀
白
操
作
に
安
定
を

求
め
、
針
外
的
に
は
在
外
疋
貨
白
維
持
に
努
め
し
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
と
れ
等
を
喋
っ
て
英
米
側
の
支
援
を
得
、
再
肺
替
維
持
を
刷

う
た
も
白
で
る
る
。
然
る
に
時
日
の
経
過
と
共
に
圃
内
保
有
金
銀
の
減
少
、
在
外
正
貨
の
紙
芝
は
葎
闘
民
政
府
を
し
て
正
貨
依
乏
に

慶
す
る
針
策
に
緊
急
た
る
も
の
を
嬰
せ
し
む
る
と
と
に
な
っ
て
来
た
。

と
れ
を
時
間
的
に
厩
劃
す
れ
ば
、
民
国
二
十
七
年
(
一
九
三
八
年
)
=
一
月
十
日
、
北
京
に
中
岡
聯
合
情
備
銀
行
が
開
業
さ
れ
た
時
期

以
降
に
・
砕
い
て
、
替
政
権
白
矯
替
針
策
は
積
極
性
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。
葎
政
府
側
の
意
向
に
語
い
て
は
、
聯
合
準
備
銀
行
は
、

紙
幣
を
都
民
行
し
、
と
れ
を
以
て
諭
陥
匝
内
白
流
酒
法
幣
を
換
取
し
、
外
岡
碑
岬
巷
を
購
山
貝
ぜ
ん
ム
」
す
る
に
よ
り
、
財
政
部
は
園
力
保
有

白
計
D
震
に
、
迭
に
防
衛
に
力
主
掲
さ
E
る
能
は
や
と
い
ふ
に
沿
い
て
の
潟
替
制
策
の
積
極
化
、
帥
ち
所
謂
日
支
通
貨
戦
の
開
始
と

た
っ
た
と
す
る
。

前
掲
の
劉
大
釣
に
よ
れ
ば
、
事
費
致
端
白
川
四
国
二
十
六
年
七
月
よ
り
二
+
七
年
春
ま
で
は
括
質
職
は
小
争
心
誠
白
も
り
で
あ
っ
た

前掲、世幣之同顧興展望、 p.25 
中園之職費奥欧美樹係、中外紐済按卒、第四年、第七・凡期.pp・31-32
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止
し
て
己
れ
を
第
一
期
と
た
し
、
二
十
七
年
三
月
十
日
中
園
聯
合
準
備
銀
行
開
設
以
降
を
第
二
期
、
二
十
八
年
五
月
十
六
日
上
海
に

幸
典
商
業
銀
行
が
閑
耕
し
た
頃
か
ら
が
第
三
期
と
在
っ
た
と
す
る
。
と
れ
を
最
近
ま
で
の
事
態
に
卸
臆
し
て
引
延
せ
ば
、
今
年
一
月

六
日
中
央
付
備
銀
行
。
成
丘
期
は
第
四
期
主
劃
し
た
も
白
と
た
す
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

事
賞
、
如
上
の
経
過
に
封
膝
し
て
鵠
特
訓
策
は
明
確
に
段
階
づ
け
ら
れ
る
白
で
あ
っ
て
、
第
一
期
は
附
接
的
統
制
時
期
で
あ
り
、

第
二
期
よ
り
以
降
は
直
接
的
統
制
時
期
で
あ
り
、
時
期
の
進
む
に
従
ひ
、
鴻
韓
統
制
を
眠
化
し
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
然
も
事
態
。

緊
迫
は
管
理
唄
化
を
一
段
と
必
要
と
し
た
こ
と
は
い
ム
ま
で
も
泣
い
円
。

輪
入
居
坤
替
の
割
営

民
間
二
十
七
年
〔
一
九
三
八
年
)
=
一
月
十
二
日
告
政
構
は
「
中
央
銀
行
耕
理
外
陸
請
該
燐
法
」
並
陀
「
購
買
外
陸
荷
接
規
則
」
を
財

政
部
よ
り
電
令
公
布
し
た
。
と
の
外
岡
潟
替
制
常
政
策
の
賞
施
必
要
は
第
一
に
外
貨
の
快
乏
で
あ
っ
た
。
第
二
は
法
幣
流
通
量
増
大

{
封
鎖
預
金
町
合
法
的
な
法
幣
党
換
抗
に
陣
割
に
怯
る
法
解
購
入
に
よ
WF

に
よ
る
外
岡
矯
替
慶
治
を
由
来
と
し
た
。

第
三
に
は
三
月
十
日
北

京
に
開
業
し
た
聯
合
準
備
銀
行
D
支
那
側
の
い
ム
「
無
捨
保
不
免
現
之
鑓
幣
」
強
行
に
つ
い
て
の
針
策
と
し
て
の
意
義
で
あ
っ
た
ロ

帥
ち
愉
陥
恒
内
流
通
法
幣
E
換
取
し
て
、
外
関
潟
替
を
勝
目
貝
せ
ん
と
す
る
を
以
て
、
目
前
北
支
倫
附
隠
内
流
通
の
二
億
一
花
の
法
幣
と

そ
の
有
外
準
備
が
大
影
響
を
蒙
る
左
ど
を
事
げ
得
ら
れ
る
も
の
と
し
た
。
然
も
最
も
直
接
的
な
原
肉
は
第
一
の
外
貨
の
依
乏
で
あ
っ

た
が
、
湾
問
民
政
府
が
本
耕
法
公
布
に
際
し
て
理
由
と
せ
し
所
は
第
三
の
同
年
三
月
十
円
北
支
に
創
設
さ
れ
た
る
聯
合
準
備
銀
行
D

法
幣
牧
取
と
そ
白
取
得
法
幣
を
以
て
す
る
外
貨
獲
得
を
続
つ
て
の
法
幣
防
衛
で
あ
っ
た
。

そ
の
財
政
部
電
令
白
前
文
要
旨
は
突
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
日
本
軍
が
侵
略
し
て
以
来
、
政
府
は
法
幣
に
針
し
て
維
持
、
擁
護
に

法
幣
駕
替
白
補
強
工
作

帝
王
十
三
巻

第
五
挽

主

四

六

中国金融年鑑祉、中園職時恒情志、第三章D. K. Lieu， ibid. p. 4I4~ p. 419 
pp. 14-18. 
前掲、闘民政府四職時金融艶策、 PP.36-37
前掲、法幣之同願奥前瞬、 p.29 
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法
幣
盛
替
の
補
強
工
作

第
五
十
三
巻

助
用
主
披

主E
凹

努
め
た
る
は
永
く
中
川
町
人
目
深
〈
知
る
所
で
あ
る
。
然
る
に
敵
人
は
不
意
に
北
京
に
俄
組
織
を
し
て
所
謂
聯
合
準
備
銀
行
を
設
妓
せ

し
め
無
準
備
不
換
紙
幣
を
設
行
し
支
那
人
氏
。
管
血
を
吸
牧
せ
ん
と
す
る
に
五
っ
た
か
ら
防
備
を
加
へ
吉
る
ペ
か
ち
ゃ
と
し
て
特
に

中
央
銀
行
納
行
を
指
定
し
て
「
外
匪
之
諦
核
」
印
ち
外
閥
、
為
替
の
巾
請
査
定
を
行
は
し
む
る
と
い
ふ
に
あ
る
。

と
白
規
定
の
企
岡
せ
し
所
は
全
閣
の
金
融
中
心
を
上
海
よ
り
奥
地
と
西
南
に
移
輔
せ
し
め
外
岡
鵠
替
を
管
理
す
る
外
、
支
那
新
経

済
根
抽
陣
地
を
連
立
す
る
の
作
川
主
具
布
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
暫
し
常
時
上
海
は
既
に
愉
陥
し
、
中
央
銀
行
総
行
は
既

忙
漢
口
に
法
移
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ

μ
。
震
替
の
貰
却
は
原
則
と
し
て
漢
口
江
沿
い
て
取
扱
は
れ
る
の
で
あ
る
が
使
立
の
溺
に
香
港

に
も
通
訊
底
が
設
定
さ
れ
て
取
戎
を
行
ふ
こ
と
に
し
で
あ
っ
た
。
と
れ
は
地
域
的
に
絞
上
の
目
的
を
達
成
せ
ん
と
す
る
の
み
な
ら
十

一
一
十
四
年
の
幣
制
改
革
布
告
第
目
ハ
低
に
依
る
中
央
、
巾
閥
、
交
通
の
三
政
府
系
銀
行
の
潟
替
取
扱
を
中
央
銀
行
一
行
の
み
に
集
中
せ

し
む
る
己
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
上
海
除
外
に
つ
い
て
は
外
閥
系
銀
行
の
強
昔
反
封
に
よ
り
、
四
月
卜
二
日
矯
替

管
理
訟
を
修
王
し
、
中
央
銀
行

k
海
玄
庄
内
に

k
海
外
薩
週
訊
庭
が
設
け
ら
れ
る
己
と
忙
友
つ
一
た
。

「
中
央
銀
行
動
理
井
匪
請
桜
酔
法
」
印
ち
件
闘
鎚
替
市
寸
前
査
定
酔
法
で
あ
っ
て
一
ニ
筒
傑
が
規
定
さ
れ
た
。
(
一
)
外
国
帰
替
の
貰
出
は
二
十
七
年
三
月
十

四
日
よ
り
闘
蛤
き
る
。
中
央
観
行
抽
略
行
を
恕
曲
し
て
政
府
所
在
地
に
お
い
て
島
理
す
。
但
し
便
宜
の
伐
に
、
該
行
が
香
港
に
設
立
す
る
癌
訊
麗
に
よ
っ
C

E
次
世
な
ナ
を
得
。
会
二
各
組
行
は
正
常

ω
用
畠
に
因
つ
で
丹
倒
錨
替
の
肱
支
照
合
後
外
凶
錫
替
を
品
要
と
す
る
時
は
申
請
書
を
附
し
て
中
央
銀
行
制
行

或
は
香
港
遇
訊
島
に
色
遣
す
ベ
し
。
(
三
)
中
央
銀
行
総
行
は
申
請
書
を
受
入
れ
た
時
は
購
買
外
匝
請
核
規
則
に
依
関
し
て
査
定
し
、
法
定
伺
替
相
場
に

従
て
外
国
錦
替
を
寅
却
ナ
。
古
に
慕
〈
同
年
三
月
十
四
日
よ
り
質
地
さ
れ
た
る
「
購
買
件
闘
請
紘
規
則
」
即
ち
外
国
錨
替
購
入
申
請
規
則
町
大
要
は
究
白

如
〈
で
あ
っ
た
。
市
山
穴
鉱
行
耕
町
外
陣
諦
核
緋
桂
内
主
旨
に
従
ひ
晶
行
が
外
岡
偽
替
を
購
入
せ
ん
と
す
る
時
は
、
規
定
の
格
式
に
従
ひ
中
央
銀
行
線
行
或

は
そ
白
香
港
誼
訊
虚
に
申
請
す
べ
き
も
の
ξ

し
た
。

外
岡
潟
替
の
賓
却
に
つ
い
て
の
構
限
が
中
央
銀
行
に
集
中
さ
れ
る
に
五
り
、
中
央
銀
行
は
外
岡
崎
刷
替
を
要
求
す
る
も
D
に
針
し
従

帯制改;草布告第六幌、錦使世幣針タト匿慣、按周目前慣枯標定起見、臆由中央
中国交週三品l1j、無限制買貰丹躍。
t海外岡混替車究所由時件は桂幣劃丹儲替相場忙一段曙凄割七?で重要な一因
となワたものである。 15) 件貨割官制、外岡錦替割常燐法である。
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前
の
如
〈
に
と
れ
に
熔
ぜ
ざ
る
己
と
に
な
っ
民
。
溺
替
引
締
の
強
化
は
却
っ
て
外
貨
快
乏
に
つ
い
て
の
危
懐
を
深
め
る
も
の
左
り
し

動
向
に
あ
っ
た
が
、
中
央
銀
行
の
供
給
に
つ
い
て
は
一
般
商
人
は
そ
の
減
少
を
恐
れ
申
請
は
賢
需
以
上
忙
増
額
す
Z
の
傾
向
を
生
じ

た
。
か
く
て
中
央
銀
行
と
し
て
は
毎
週
賓
定
許
可
の
外
岡
錦
替
教
を
世
該
請
求
額
に
比
し
戸
段
と
減
少
す
る
四
皐
に
出
で
ざ
る
を
得

た
か
っ
た
。
と
の
結
果
密
貿
易
商
正
に
好
商
筋
は
外
岡
潟
替
の
叉
入
が
困
難
と
友
り
、
遂
に
外
国
矯
替
保
有
方
珂
に
向
っ
て
特
貨
を

要
求
し
、
と
の
謹
白
不
合
法
賀
川
且
は
市
債
を
正
常
償
格
よ
り
引
上
げ
、
と
れ
に
よ
っ
て
中
央
銀
行
の
外
岡
鴻
替
の
買
却
許
可
分
は
芙

矯
帯
十
四
片
半
白
も
の
が
、
↓
暗
盤
極
慣
卸
ち
鋳
替
暗
相
場
主
現
出
す
る
こ
と
に
注
っ
た
。
印
ち
と

k
k
「
法
定
陸
倒
L
K
封
し
亡
「
暗

即
時
正
路
憤
」
白
分
岐
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
前
者
は
法
定
相
場

(
d
F
E
E
O
)
で
あ
り
、
民
園
二
十
四
年
十
一
月
の
新
貨
幣
政
策
賞

施
に
よ
り
法
定
し
た
る
封
英
一
士
山
二
片
半
を
い
ふ
。
後
者
は
所
謂
闇
相
場
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
蕎
政
棒
側
の
認
め
ざ
る
白
謂
ひ
で
あ

る
が
、
上
海
市
場
に
島
け
る
香
卜
銀
行
の
賞
際
相
拘
留

2
0
5
H
E
m
)
で
あ
り
、
市
場
相
揚
(
冨
E
W
E
E
Z
)
で
あ
る
。

鴻
替
統
制
の
間
接
工
作
の
時
期
は
預
金
排
反
制
限
乃
至
匪
劃
子
形
措
置
に
委
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
事
態
の
緊
急
に
剛
ふ
を
得

示
、
と
L

に
外
匝
荷
額
副
ち
外
岡
鴻
替
一
甲
請
査
定
を
貰
施
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
る
に
外
岡
鴻
替
割
常
制
は
政
府
の
外
貨
快
乏
を

暴
露
し
、
更
に
と
れ
が
管
理
を
強
化
し
た
け
れ
ば
在
ら
た
か
っ
た
。
外
岡
鵠
格
割
首
の
縮
減
量
強
化
し
外
資
白
依
乏
を
防
止
せ
ん
と

ナ
る
己
白
種
の
企
劃
は
数
弐
の
修
正
を
経
℃
潟
替
統
制
と
し
て
は
続
々
強
化
さ
れ
る
と
共
に
、
営
初
の
錦
替
針
策
か
ら
漸
吠
輪
入
貿

易
を
統
制
せ
ん
と
す
る
に
至
h
y
、
輸
入
許
可
制
を
併
行
す
る
己
と
に
た
っ
た
。
迭
に
輸
入
統
制
は
政
府
忙
よ
り
輸
入
が
許
可
さ
れ
る

物
資
以
外
は
事
賃
上
禁
止
さ
れ
る
迄
に
到
達
し
た
。
而
し
て
矯
替
操
作
の
賓
鑓
は
中
央
銀
行
の
潟
替
割
営
友
る
表
面
上
の
統
制
に
う

い
て
、
英
官
系
銀
行
に
よ
る
矯
替
相
場
維
持
の
協
力
工
作
に
意
義
を
深
め
た
・
も
の
で
あ
る
。

外
陸
請
接
制
度
官
施
が
楠
整
強
化
さ
れ
た
る
は
統
制
技
術
の
改
選
に
、
規
定
計
劃
の
周
到
に
現
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
中

陸
幣
錦
替
の
補
強
工
作

第
五
十
=
一
巻

王三

四

第
五
貌

六

前掲、法幣之同掴男前略、 p.36 
査定許可額白週械は支那側に担いても事賓としてこれを認めてゐるがその理
由は哉の責"きものでるった。町-;，査部自件同窓孝半世t酷力衰退の徴ではな f、
政府首局四矯替統制と浪費節約白政策が成功せるが軍事であったとなす。
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桂
幣
偶
替
の
補
強
工
作

事
五
十
三
巻

五
回
四

第
五
掛

六
回

請
に
現
金
提
供
主
必
需
と
し
た
る
と
と
、
貨
物
註
女
は
必
や
政
府
の
特
別
許
可
を
必
要
と
し
た
る
如
き
こ
れ
で
あ
っ
て
、
必
需
貨
物

忙
非
ざ
れ
ば
轍
入
禁
止
白
建
前
が
と
ら
れ
た
。
査
し
、

一
方
英
支
嬬
替
平
衡
基
金
一
千
寓
晴
樹
の
設
定
は
鴻
替
の
一
暗
市
相
場
に
安
定
を

興
へ
る
所
が
あ
っ
た
け
れ

E
も
・
他
方
輸
入
白
増
加
、
就
中
非
必
需
品
白
轍
入
激
増
し
た
る
に
よ
り
、
園
際
牧
支
均
衡
を
維
持
し
て
、

外
岡
鵡
替
相
場
を
型
車
聞
に
す
べ
〈
、
矯
替
の
調
整
土
り
準
ん
で
輸
入
貿
易
D
管
理
、
非
必
需
品
輸
入
の
制
限
乃
室
禁
止
を
緊
急
の
策

と
す
る
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
二
十
八
年
七
月
一
目
「
非
常
時
期
禁
止
進
口
物
品
耕
法
壁
禁
止
進
口
物
品
表
し
の
施
行
と

た
っ
た
。

右
禁
止
進
口
物
品
解
法
D
公
布
に
引
績
き
財
政
部
は
外
雁
請
接
制
度
を
改
E
し
た
。
右
は
外
国
鴻
替
白
申
請
者
に
針
し
て
法
定
一

m
 

志
二
片
半
に
よ
る
外
岡
潟
替
の
供
給
を
友
す
と
同
時
に
外
岡
鋳
替
平
衡
税
を
加
徴
す
る
と
と
に
し
た
も
白
で
あ
る
。
と
の
「
進
口
物

品
申
請
購
買
外
陪
規
則
」
が
一
一
十
八
年
七
月
四
日
公
布
さ
れ
る
に
及
び
、
先
忙
二
十
七
年
三
月
十
二
日
公
布
白
外
歴
詩
核
耕
法
並
に

購
買
件
陸
請
接
規
則
は
己
、
に
卸
日
廃
止
の
こ
と
に
た
つ
わ
。

要
す
る
に
、
輸
入
鵠
替
の
割
首
に
つ
い
て
は
従
前
の
如
昔
無
制
限
寅
買
を
廃
止
し
、
申
請
に
謝
し
て
政
府
白
交
定
割
営
と
し
た
も

白
で
あ
る
。
そ
れ
は
潟
替
工
作
と
し
て
は
従
来
白
法
幣
牧
縮
策
を
基
調
止
し
た
る
間
接
的
鴻
梓
統
制
が
直
接
的
鋳
普
政
策
に
特
換
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

然
も
外
周
規
格
の
割
官
制
は
却
っ
て
鴻
待
相
場
を
低
落
に
導
い
た
と
止
は
、
若
干
の
原
因
を
侍
っ
て
善
政
樺
の
外
貨
峡
乏
の
暴
露

を
主
悶
と
し
た
か
ら
で
あ
り
、
剖
営
制
の
強
化
は
法
幣
に
劃
し
て
寧
ろ
危
慢
を
増
大
す
る
も
白
で
も
あ
っ
た
。
か
く
て
政
府
と
し
て

は
法
定
相
場
は
維
持
せ
ん
と
し
て
も
質
際
市
揚
相
場
の
殻
生
は
二
十
七
年
三
月
の
上
海
通
訊
鹿
除
外
措
置
の
頃
よ
り
外
園
銀
行
の
モ

ー
ラ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
破
棄
を
軍
要
た
る
一
国
に
織
込
ん
で
、
顕
著
友
事
賓
と
を
う
て
し
ま
っ
た
。
と
え
忙
一
一
十
八
年
七
月
の
新
規
定

前橋、法幣之同開典前階、 p.3Q 
と白輸出件闘儒替続制にづいては寅施営初は裏面探作が重な h 殊に外国銀
行申それが最も甚Lかりしを博点、。
前掲、法晴之同願奥前瞬、 p.29 前掲、岡民政府白戦時金融封策、 p.39 
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に
長
い
て
蝿
縫
措
置
と
し
て
平
術
税
加
徴
が
現
出
し
た
。
そ
れ
は
時
間
的
肥
前
後
し
て
、
、
後
頼
。
輪
出
鴻
替
に
つ
い
て
の
売
額
補

償
の
措
置
と
併
せ
て
、
奮
闘
民
政
府
の
商
業
相
揚
(
口
。
E
Z
E
E
E
m
)
の
創
定
と
た
っ
た
も
む
で
あ
る
。

輸

出

品

坤

替

の

集

中

貿
易
統
制
に
つ
い
て
は
国
民
政
府
は
既
に
一
十
六
年
二
九
三
一
七
年
)
十
二
月
貿
易
調
整
委
員
脅
を
設
置
し
て
輸
出
入
貿
易
の
統

制
管
理
に
着
手
す
る
所
が
あ
っ
恥
而
し
て
輸
入
貿
易
の
統
制
に
つ
い
て
は
上
漣
の
如
昔
経
過
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
輸
出
貿
易
統

制
に
つ
い
て
も
周
よ
り
放
置
さ
る
べ
き
・
も
の
で
は
・
な
か
っ
た
。
己
れ
等
一
聯
の
動
向
は
、
奮
闘
民
政
府
が
西
南
支
那
経
済
建
設
を
行

は
ん
と
し
長
期
抗
戦
の
態
民
主
明
に
し
て
か
ら
以
降
の
措
置
に
強
〈
現
れ
て
、
圏
内
食
糧
の
確
保
、
円
本
向
重
要
物
産
祭
止
、
更
に

外
岡
鴻
替
集
中
の
目
的
へ
と
準
展
し
、
政
府
白
職
、
移
山
山
直
接
管
理
へ
と
強
化
し
て
行
つ

h
o

持
介
石
政
府
の
戦
時
金
融
針
策
は
法
幣
防
町
四
百
に
長
い
て
強
化
を
間
る
に
緊
急
友
る
を
要
し
た
。
そ
の
金
融
封
策
は
草
な
る
金
融
、

潟
替
工
作
を
以
て
し
て
は
強
力
た
り
得
事
、
貿
易
、
産
業
、
財
政
の
諸
政
策
を
事
げ
て
経
済
機
構
の
全
面
的
在
る
戦
時
開
糾
編
成
に
進

ん
で
来
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
更
に
経
済
的
か
ら
政
治
的
性
格
を
持
っ
て
封
外
策
に
亙
っ
て
戦
時
金
融
針
策
の
諸
問
題
が
展
開
し

て
ゐ
る
。
具
健
的
に
は
西
南
経
済
建
設
計
割
の
一
下
忙
、
貿
易
上
は
輸
出
入
貿
易
の
統
制
と
左
り
、
産
業
土
は
奥
地
産
業
開
礎
工
作
と

左
り
、
財
政
上
は
公
債
及
増
粉
に
上
る
財
政
牧
入
の
増
加
が
強
調
さ
れ
て
来
た
跡
を
見
る
。

支
郊
の
如
き
園
情
に
沿
い
て
は
矯
替
乃
至
貿
易
白
組
織
的
統
制
は
そ
D
必
要
は
提
言
せ
ら
れ
乍
ら
賓
施
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。
然

る
に
と
の
貫
行
を
最
も
困
難
な
る
戦
争
朕
態
の

F
忙
沿
い
て
行
は
ね
ば
左
ら
左
か
っ
た
理
由
は
外
貨
の
快
乏
よ
り
す
る
座
迫
と
見
な

mm 

け
れ
ば
左
ら
ぬ
で
あ
る
が
、
支
那
側
の
見
解
は
寅
施
の
困
難
性
は
認
め
乍
ら
賓
施
白
期
由
は
所
謂
防
衛
白
見
解
を
同
執
す
る
り
で
あ

法
幣
鋳
替
の
補
強
工
作

第
五
識

六
五

第
五
十
一
ニ
巻

主
四
五

m 

前掲、法幣之同廟典前晦、 p.37 
期政部費官人白木排桂の意義及び内専についての談話費表、参照。
第四時、凡粗核唯購買之外陣、由指定之中岡或交通組行、按照怯慣普給、
申請人、須機納按法慣奥中交雨行掛牌伺格差額之平衛費。

19) 

20) 



法
幣
震
替
の
補
強
工
作

第
五
十
三
巻

第
五
貌

主
四
六

六
プマ

る
。
支
那
と
し
て
は
友
邦
列
闘
の
利
続
を
考
慮
す
る
所
か
ら
し
て
轍
入
貿
易
の
一
制
限
を
戒
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
支
那
自
身
の
意

思
か
ら
山
川
た
も
の
で
な
く
、
支
那
は
そ
の
貨
幣
制
度
上
に
繰
返
さ
れ
る
日
本
の
攻
撃
に
よ
っ
て
や
む
た
く
か
〈
せ
ざ
る
を
得
た
か
っ

た
の
で
あ
り
、
こ
の
日
支
聞
の
週
貨
戦
は
日
支
を
傷
害
す
る
の
み
左
ら
中
凡
で
の
閲
係
国
家
の
貿
易
上
に
致
命
的
打
磐
を
由
来
ら
す
刀

剣
で
あ
る
と
た
す
。

民
国
二
十
七
年
(
一
九
=
一
八
年
}
四
月
二
十
五
日
輪
出
外
岡
矯
替
統
制
の
諸
耕
法
が
施
行
さ
れ
る
己
と
に
友
ヲ
た
。

E

D
主
要
踊
刑
法

は
「
商
人
選
貸
出
口
及
告
結
外
陸
耕
法
」
並
に
「
山
川
口
貨
物
膝
結
外
睡
之
種
類
及
共
耕
法
」
と
己
れ
が
管
一
施
に
う
い
て
白
注
意
事
項

釘

に
闘
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。

「
商
人
部
貨
出
日
正
信
結
件
陸
耕
法
」
は
印
ち
両
人
百
貨
物
輸
出
及
び
外
国
鋳
替
貰
説
耕
法
で
あ
る
。
輪
出
向
は
財
貨
D
韓
肉
に
営
つ
て
は
先
づ
登
記

E

請
求
し
並
に
貨
物
E
賓
却
し
て
得
た
る
外
国
鋳
脊
を
政
府
銀
行
に
寅
却
し
、
外
岡
錦
替
賓
却
後
所
得
し
た
る
諦
蓄
に
よ
り
財
貨
を
輪
出
す
ペ
〈
、
こ
の
項

の
詮
明
書
が
な
け
れ
ば
護
法
ナ
る
を
得
ざ
る
を
内
事
ー
と
し
た
。
即
ち
こ
の
仕
組
に
お
い
て
は
輪
同
商
は
「
承
鵬
件
陣
説
明
書
」
其
他
山
詩
書
を
海
聞
に
提

出
し
て
、
語
闘
手
績
を
な
す
を
要
す
べ
〈
、
而
し
て
輸
出
代
金
師
ち
輪
出
国
帥
替
は
政
府
系
組
行
白
骨
り
中
国
銀
行
或
は
交
遁
銀
訂
に
貰
却
す
る
を
要
す
る
の

で
ち
り
、
と
L
に
輪
出
濡
替
の
集
中
が
賀
砲
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
出
口
貨
物
鹿
結
外
陣
之
種
知
及
其
耕
法
」
に
お
い
て
は
外
岡
錦
替
を
貰
却
す
べ
き
職
問
貨
物
の
積
類
と
そ
の
排
桂
を
規
定
し
た
。
こ
れ
は
官
設
貨
物
白

劃
外
輸
出
に
つ
い
て
白
み
な
ら
ず
、
論
陥
匝
域
へ
の
格
問
に
つ
い
て
も
外
岡
錦
替
を
賀
却
し
な
け
れ
ば
な
、
b
な
い
も
の
と
し
た
。
常
相
二
十
四
品
が
指
定

さ
れ
輪
出
を
奨
蹄
し
、
そ
の
輸
出
に
よ
っ
て
得
た
る
件
図
錨
替
は
政
府
系
銀
行
に
集
中
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
二
十
七
年
冬
、
政
府
ほ
手
績

を
省
略
し
で
若
干
の
岡
内
産
量
白
比
較
的
少
き
も
の
、
或
は
主
要
産
地
が
岐
に
占
領
さ
れ
C
統
制
の
方
法
な
き
も
の
に
つ
い
て
、
外
岡
錦
替
の
配
組
を
暫

時
克
酷
し
で
居
り
、
そ
の
筏
件
園
鶴
替
を
賀
却
す
べ
き
験
日
貨
物
の
限
定
に
若
干
の
費
支
を
行
っ
た
。

此
程
の
庭
置
は
「
侵
本
商
民
起
見
」
と
稀
し
た
け
れ

E
も
、
賓
際
閣
内
産
量
比
較
的
少
〈
、
或
は
主
要
産
地
が
玩
に
占
領
さ
れ
て

ゐ
る
与
の
奥
義
と
せ
し
所
は
、
告
園
民
政
府
白
意
闘
が
、
自
己
統
治
領
域
に
骨
付
る
輸
出
の
大
部
分
を
占
め
る
も
白
に
ワ
い
て
、
外

準口物品申請購買丹隅規則、二十八年七月四日告布。
話口物品申請購買外陣規則施行制且IJ、二十九年二月財政部公布。
輪出入貿易管理委員官については支那艇稗平報(政浩祉版)十四句度、 p_326 
参照。
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貨
の
集
中
主
努
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
ペ
曹
で
あ
る
。
そ
れ
は
輪
山
川
税
白
売
除
に
沿
い
て
も
、
輸
出
品
を
奮
闘
民
的
政

府
管
現
領
域
を
通
過
せ
し
む
る
に
使
た
ら
し
め
ん
・
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
被
占
領
品
川
城
へ
の
貨
物
持
口
禁
止
の
傾
向
に
沿
い
て
も
穎

却

れ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。

と
れ
等
白
措
置
は
輸
出
増
進
を
期
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
岡
際
市
場
の
影
響
在
家
り
、
又
轍
途
上
白
不
問
滑
に
よ
り
打
撃
を
叉

け
、
岡
産
品
生
産
へ
の
一
悪
影
響
も
古
摂
生
し
た
の
で
(
イ
)
政
府
に
よ
る
戦
時
保
険
料
D
支
排
(
ロ
)
輪
出
税
の
減
免
(
ハ
)
運
賃
の
軽

減
の
如
き
要
求
も
出
光
。
殊
に
、
法
幣
公
定
相
揚
と
寅
際
市
場
相
場
よ
り
生
宇
る
轍
同
商
人
め
蒙
る
差
額
補
償
の
要
求
は
(
ニ
)
轍

同
商
人
山
山
政
府
系
銀
行
た
る
中
間
銀
行
、
交
遁
銀
行
に
賓
却
す
る
輸
出
演
替
の
換
算
率
心
鑓
吏
(
ホ
)

輸
出
荷
人
へ
政
府
に
よ
る
現

金
補
償
と
し
て
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
れ
等
の
中
鴨
川
枕
及
迩
賃
の
免
除
又
は
引
下
は
或
程
皮
の
賛
施
が
行
は
れ
た
が
更
に
そ

白
賓
胞
に
よ
る
殻
旧
市
薄
の
見
込
の
下
に
採
用
し
が
た
し
と
の
態
度
と
た
り
、
就
中
輸
出
商
の
外
関
筑
替
主
市
備
に
よ
る
政
府
系
銀
行

へ
の
寅
却
乃
至
輸
出
商
人
へ
の
政
府
よ
り
の
補
償
金
の
加
者
仕
結
局
法
幣
の
公
定
潟
替
相
場
白
下
落
と
た
る
べ
く
、
然
も
貨
物
の
生

産
者
を
箔
さ
宇
と
の
硯
向
の
下
に
こ
れ
を
採
州
し
た
か
っ
た
。
而
し
て
そ
れ
が
割
策
は
(
甲
)
輪
山
品
む
原
慎
軽
減
に
よ
る
輸
出
の

関

促
進
と
(
乙
)
士
貨
の
市
債
朝
刊
控
に
よ
る
閥
内
生
産
の
奨
励
が
と
ら
れ
る
己
L
」
に
た
っ
た
。
併
し
乍
ら
輸
出
矯
替
の
強
制
賓
却
は
.

法
幣
針
外
属
替
相
場
に
法
定
相
揚
と
寅
際
相
場
の
分
岐
が
生
ヒ
た
事
貸
の
現
存
す
る
限
り
、
強
康
的
措
置
は
裏
面

ι密
輸
出
の
誘
獲

と
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

E

E
に
ゐ
い
て
貿
易
調
整
委
員
脅
は
貿
易
針
策
陀
努
む
る
と
共
に
、
二
十
八
年
三
月
六
回
「
商
人
減
給
向
日
外
匪
耕
法
し
を
公
布

せ
し
め
て
ゐ
る
。
本
耕
法
は
輸
出
商
が
銀
行
に
向
っ
て
輸
出
活
替
の
寅
却
に
つ
い
て
、
特
定
白
揚
合
に
限
り
、
一
貫
却
矯
格
の
一
部
分

の
減
綱
決
済
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
と
の
租
度
の
針
策
で
は
輸
出
商
へ
の
補
償
は
不
充
分
で
あ
り
、
輪
出
鋳
替
集
中
の

法
幣
震
替
の
補
強
工
作

第
五
十
一
一
?
替

五
四
七

第
宜
競

六
七

前掃、凶民政府白職時金融針策、 p.70 
前掲、国民政府白戦時金融針策、 p.56 
前摘、法幣之同願典前幡、 p，z8. Koh T四 ng-fei，EKchange Rate; 1ρng-tim.e 
And Short-time Views， Finance and口Dmmerce，Dec. 22， 1937. PP・483-484

前摘、中凶戦時経済志、第六章pp.8-2.)
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出
幣
偶
替
目
補
強
工
作

第
五
十
三
容

六
f、

五
回
凡

第
五
銭

賓
績
を
事
ぐ
る
に
困
難
で
あ
っ
た
。
さ
れ
ば
補
強
工
作
が
施
さ
れ
た
が
、
己
れ
は
犬
舎
〈
情
意
さ
る
べ
く
、
か
か
る
傾
向
に
#
け
る

主
要
法
規
白
公
布
と
見
る
べ
き
も
O
で
あ
っ
た
。

印
ち
輸
出
商
の
保
護
の
震
に
二
十
八
年
七
月
十
三
日
財
政
部
よ
り
公
布
し
た
る
「
山
川
口
貨
物
結
陪
領
取
陸
償
差
額
塀
法
」
が
劃
期

的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
荒
し
二
十
八
年
七
月
四
日
よ
り
撒
入
商
に
つ
い
て
は
M

仲
間
鴻
替
平
衡
費
を
徴
収
し
た
る
に
針
し
、

輪
出
商
に
つ
い
て
は
法
定
相
場
に
て
寅
却
し
た
る
輸
出
偽
替
と
中
園
、
中
世
遇
銀
行
公
表
相
場
の
差
額
に
つ
い
て
補
整
の
措
置
を
講
十

ぺ
昔
に
裂
し
た
も
の
で
あ
っ
加
。
向
殆
ん

E
時
を
同
じ
ふ
し
て
「
山
内
ロ
貨
物
管
紡
外
匿
教
額
核
定
耕
法
」
が
二
十
八
年
七
月
一
日
公

布
さ
れ
、
外
資
獲
得
白
確
賞
を
期
す
る
所
が
あ
っ
た
。

先
D
輸
入
潟
替
に
つ
い
て
は
平
衡
税
徴
収
、
輸
出
潟
替
に
つ
い
で
は
平
術
税
給
興
を
た
す
も
の
で
あ
り
、
高
岡
氏
政
府
の
窮
徐
白

策
で
あ
っ
た
が
、
潟
替
工
作
上
に
持
つ
意
義
は
大
で
あ
っ
た
。

即
ち
法
定
相
場
を
模
様
し
つ

41
貴
際
に
は
市
場
相
場
に
牽
制
さ

れ
て
、
遂
に
徐
儀
な
く
商
業
相
揚
を
案
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
の
外
脊
図
民
政
府
は
「
禁
誕
資
敵
物
品
保
例
」
を
制
定
し
、
「
禁
建
資
敵
物
品
匝
域
表
」
を
公
布
し
「
外
鈴
品
隈
制
旭
還
特
口
跡

法
」
を
訂
定
し
て
ゐ
る
が
.
何
れ
も
輸
出
外
聞
潟
棒
資
源
を
保
留
し
、
以
て
法
幣
の
外
悶
鴻
韓
金
額
を
充
貸
し
、
間
際
収
支
を
平
衡

せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
「
治
陥
同
域
騨
貨
耕
法
」
を
特
訂
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
思
向
と
せ
し
所
は
愉
陥
匝
内
の
支

那
側
工
揚
白
一
問
料
仕
入
及
び
民
生
日
別
口
聞
の
必
要
に
よ
り
、
本
法
を
賓
施
し
て
日
本
側
に
資
せ
ざ
る
保
詮
並
に
糊
出
口
の
制
度
と
し

た
も
白
で
あ
る
。

震
替
政
策
に
ヲ
い
て
は
間
接
的
統
制
よ
り
、
直
接
的
統
制
へ
強
化
さ
れ
た
と
と
は
既
に
燭
れ
た
所
で
あ
る
。
営
初
に
台
い
て
は
預

金
捌
戻
の
制
限
、
陸
劃
手
形
の
運
用
K
よ
づ
て
法
幣
通
貨
の
膨
脹
阻
止
白
事
忙
出
で
た
-
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
資
本
逃
避
に
つ
い

D. K. Lieu， ibid. pp. 425-426. 
轍出錦詩集中耕法であるo
出口貨物柑匹報運排法附怪E出ロ貨物抽直報遅排揖芋参照。
前掲、園民政府白戦時金融謝鏡、 pp.69-70.
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て
の
防
止
で
あ
り
、
延
い
て
間
接
的
に
潟
替
統
制
の
機
能
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。
相
肺
替
政
策
の
進
展
は
輸
入
矯
替
に
つ
い
て
の
統

制
と
し
て
現
れ
た
が
、
そ
れ
は
中
請
に
封
ず
る
政
府
の
割
首
制
と
し
て
で
あ
り
、
外
闘
偶
替
統
制
の
直
接
的
手
段
で
あ
る
。
併
し
乍

ら
轍
入
潟
替
に
つ
い
て
の
統
制
は
外
岡
崎
刷
替
を
寅
出
す
の
み
で
己
れ
が
貝
入
な
〈
、
輸
出
矯
替
を
市
場
所
動
忙
放
任
し
て
長
〈
こ
と

は
矯
替
相
場
の
前
迭
に
影
響
大
た
る
を
免
れ
左
い
か
ら
、
問
よ
り
針
策
の
一
一
向
た
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
己
と
に
輸
出
矯

春
を
集
中
し
て
外
岡
矯
替
金
額
を
増
加
し
、
以
て
法
幣
の
外
図
録
替
相
場
を
安
定
せ
し
む
べ
き
必
要
に
営
然
迅
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

輸
入
鴻
替
の
割
営
に
よ
り
外
貨
減
少
限
止
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
る
は
結
局
消
極
的
態
度
よ
り
出
づ
る
も
の
で
な
か
っ
た
が
、
と
己

忙
鴻
替
政
策
は
積
極
的
に
輸
出
促
進
に
よ
る
外
貨
集
中
を
企
聞
し
た
側
面
が
あ
っ
た
。
矯
替
費
却
の
統
制
が
輸
入
統
制
忙
進
展
せ
し

と
同
様
に
矯
替
民
入
D
集
巾
強
化
は
輪
山
川
統
制
の
強
化
を
件
ひ
て
同
時
に
輪
山
川
統
制
策
が
推
進
せ
し
め
ら
れ
る
己
と
に
在
っ
た
の
で

あ
る
。輸

入
矯
梓
の
割
首
は
外
貨
減
少
防
止
策
と
し
で
、
輸
出
鴻
替
U
集
中
は
在
外
資
金
補
充
策
と
し
て
、
消
極
的
側
珂
と
積
極
的
側
面

忙
ゐ
け
る
意
義
主
持
。
も
白
で
あ
る
。
而
し
て
前
者
は
問
よ
り
資
金
逃
避
の
防
止
策
で
あ
る
が
、
後
者
も
亦
財
貨
の
一
形
忙
置
換
ら
れ

一
し
す
る
い
は
ば
間
接
的
た
資
金
逃
漣
D
抑
制
策
と
た
る
。

か
く
の
如
〈
し
て
錦
替
針
策
は
時
期
を
劃
し
て
強
化
白
歩
を
進
め
て
ゐ
る
が
、
そ
の
経
過
の
中
に
法
定
相
場
(
法
定
匝
倒

C
白日】

E
4
と
市
場
相
揚
(
黒
布
陣
償
、
暗
盤
冨
里
宮
内

Z
Z
)
に
分
岐
し
、

関

わ
け
で
あ
る
。

商
業
相
揚
(
商
業
掛
牌
贋
串
、

の
創
定
と
在
っ
た

員。

H
O
V
E
-
E同
作
)

四

魚

替

補

強

機

関

法
酎
町
銭
替
の
補
強
工
作

第
E
十
一
一
一
巻

戸

ブL

五
回
丸

品
伊
豆
凱

前掲、困民政府白戦時金融担鏡、円 66-68
滞蝿調査部綱、支那園際牧支論議、 p.270 
前掲、法幣之同願奥前瞬、 p.59 
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法
融
市
矯
替
の
補
強
工
作

第
五
十
ニ
巻

五
五

O

第
五
雄

七
C 

土
建
の
経
過
に
沿
い
て
、
葎
政
府
財
政
部
は
民
圏
三
十
八
年
(
一
九
三
九
年
)
四
月
二
十
二
日
「
財
政
部
外
国
胆
審
核
委
員
台
北
早
程
」
を

公
布
し
た
。
財
政
部
は
こ
れ
よ
り
掛
忙
、
同
年
三
月
十
七
日
「
各
機
附
請
諸
外
隠
膝
行
杭
意
事
項
」
を
公
布
し
て
政
府
閥
係
機
関
白

必
要
と
す
る
輪
入
居
岬
替
に
つ
い
で
規
定
す
る
所
が
あ
っ
た
。
更
に
、
己
と
に
各
機
闘
が
外
岡
偶
替
を
請
購
せ
ん
ー
と
す
る
を
容
按
せ
し

む
る
目
的
の
下
に
「
外
陪
恭
板
委
員
合
」
を
特
設
し
た
の
で
あ
る
。
己
れ
は
政
的
機
関
と
輸
入
矯
替
に
つ
い
て
の
措
置
で
あ
っ
て
、

そ
白
表
示
す
る
如
〈
財
政
部
の
外
匿
容
核
委
員
舎
で
あ
る
。

別
設
に
沿
い
て
私
人
関
係
白
輪
入
錫
替
に
つ
い
て
は
、
前
頼
。
「
購
買
外
隠
前
核
耕
法
」
に
ゐ
け
る
寸
特
指
定
中
央
銀
行
総
行
騨

現
外
陸
諦
板
事
宜
」
陀
本
づ
〈
解
法
が
存
続
し
て
ゐ
た
。
爾
後
二
十
八
年
七
月
四
日
「
進
口
物
品
巾
請
購
買
外
陸
規
則
」
の
公
布
は

卒
術
税
の
措
置
に
沿
い
て
大
昔
く
却
同
意
さ
る
べ
き
時
期
を
却
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
法
は
外
魔
前
核
耕
法
に
代
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
こ
と
で
関
聯
す
る
範
囲
に
長
い
て
は
購
買
申
請
は
中
央
銀
行
に
代
る
に
外
陸
審
按
委
員
曾
に
向
う
て
行
は
る
ぺ
曹
を
規

定
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
}
切
の
外
岡
鵠
替
勝
目
申
請
は
財
政
部
外
展
』
訴
核
委
員
舎
に
沿
い
て
審
核
事
項
が
虚
理
せ
ら
れ
る
と

ム
」
に
た
っ
売
。

や
が
て
同
年
九
月
λ
H
中
央
、
中
岡
、
交
通
、
巾
闘
農
民
四
政
府
系
銀
行
を
以
て
組
成
せ
ら
れ
た
る
同
行
聯
合
排
事
底
油
崎
市
出
の
川

現
は
潟
替
審
核
事
項
を
右
鰐
事
底
納
庭
理
事
舎
に
移
管
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
沿
い
て
は
阿
聯
総
庭
内
の
陸
全
庭
内
一
附
聯

に
沿
い
て
、

一
見
、
技
術
的
に
進
歩
を
示
せ
し
も
の
の
如
き
も
、
財
政
部
外
薩
宋
按
委
員
舎
は
初
審
機
関
と
し
て
、
四
聯
抽
附
底
隠
A
L

庭
委
員
舎
は
複
{
砕
機
関
と
し
て
白
夫
々
の
立
場
主
有
せ
し
む
る
二
重
刷
に
友
つ
て
ゐ
る
。
而
し
て
政
府
機
闘
の
外
岡
潟
棒
事
項
と
私

人
の
外
国
銭
棒
事
項
L
」
は
取
叔
を
異
に
し
、
前
者
は
巾
央
銀
行
主
通
じ
て
法
定
相
場
に
上
り
、
後
者
は
中
園
或
は
交
通
銀
行
を
通
じ

で
商
業
相
場
に
よ
る
の
で
あ
お
。

右
目
如
〈
法
幣
外
岡
潟
替
相
場
に
つ
い
て
の
蒋
介
石
政
府
に
沿
け
る
矯
替
統
制
及
び
己
れ
が
機
関
の
補
強
を
取
上
げ
た
。
か
ぐ
て

軍参眠、十盈虚哉、世幣の「法定相場Jr市場相場J及「商業相場」、親情諭叢、
第五十e 巻、第四腕、'P;下忠堆、法幣封外昂替相場の分岐にワいて、岡民牌済
雑誌、第七十一巻、第三エ

33) 



拝
介
有
政
府
は
品
川
入
許
可
の
穣
影
堂
揖
し
で
、
品
川

1
司
味
b
削
常
て
、
時
間
守
易
》
統
制
し
て
、
時
間
岬
同
組
刊
争
集
申
せ
し
朝
間
荊
》
見

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
賓
質
的
成
果
は
極
め
て
乏
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
己
れ
に
闘
聯

L
て
君
干
燭
れ
て
ゐ
か
ね
ば
た
ら
ぬ
の
一

は
英
米
側
D
支
援
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
代
表
的
訟
も
の
に
限
定
し
て
見
る
に
潟
替
相
場
維
持
を
営
面
白
目
的
と
し
た
も
の
と
し
て

民
園
一
」
十
八
年
三
月
八
日
「
中
英
平
準
外
雁
基
金
」

ωち
英
国
の
法
幣
安
定
資
金
の
出
現
が
あ
る
。
買
は
そ
れ
よ
り
早
〈
北
支
に
中

悶
聯
合
準
備
銀
行
が
開
設
さ
れ
た
る
三
十
七
年
三
月
の
少
し
後
同
年
六
月
頃
、
法
幣
暴
落
の
機
に
際
し
て
湾
政
府
と
英
岡
側
の
協
議

に
よ
っ
て
概
秘
裡
に
三
百
高
砂
が
試
験
的
に
設
定
さ
れ
て
ゐ
た
も
の
の
如
〈
で
あ
る
市

所
謂
一
千
寓
砂
基
金
は
在
支
突
岡
銀
行
と
者
向
政
府
銀
行
が
共
同
出
資
に
よ
っ
て
、
法
幣
安
定
資
金
と
し
て
設
定
し
た
も
白
で
あ

り
、
法
幣
白
岡
山
値
紘
持
以
外
に
は
利
川
山
川
市
川
ざ
る
建
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。
右
基
金
は
法
幣
伺
値
維
持
の
支
柱
の
具
酬
明
的
表
明
と
し

て
見
れ
ば
、
維
持
資
源
と
し
て
は
少
額
で
あ
り
、
そ
の
賓
績
は
設
定
後
教
問
月
を
粧
中
1
て
某
金
内
容
に
関
し
て
は
悲
観
的
問
'
然
が

侍
へ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
問
題
白
薫
鮪
は
法
幣
慣
怖
維
持
操
作
が
省
政
府
よ
り
香
港
の
基
金
運
用
委
員
舎
に
移
行

M
、
中
央
銀
行
に

代
る
に
障
壁
、
崎
打
銀
行
と
中
閥
、
交
誼
銀
行
、
就
中
資
質
的
忙
は
英
国
系
銀
行
の
操
作
に
委
せ
ら
れ
た
終
過
で
あ
る
。

岡
氏
政
府
の
戦
時
偽
棒
工
作
は
大
要
以
上
白
如
〈
で
あ
っ
た
。
法
幣
の
債
値
維
持
白
憾
に
そ
の
健
全
性
を
強
化
ぜ
ん
と
努
む
る
所

が
あ
り
、
或
は
正
貨
準
用
補
強
策
と
し
て
金
銀
の
集
中
を
闘
担
、
或
は
金
銀
貨
と
他
の
格
輸
出
、
鋳
潰
し
を
防
止
し
、
或
は
資
本
逃

漣
を
取
締
り
、
事
務
庭
理
D
矯
D
軍
需
品
購
入
資
金
D
減
畑
地
を
制
度
比
岬
憧
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
然
も
事
務
直
前
の
十
位
外
資
金
の
時
四

額
は
梅
め
て
-
不
安
な
結
末
に
到
達
し
た
も
白
と
推
定
さ
れ
る
。
従
て
今
日
兎
に
角
法
幣
の
岡
山
値
が
或
程
度
比
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
の
は

主
と
し
て
英
米
側
の
支
援
に
か
か
る
も
の
多
雪
は
明
ら
か
な
事
賓
と
在
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
法
幣
は
草
怠
る
統
制
強
化
乃
至
は
岡

家
観
念
醸
成
に
よ
る
民
衆
D
支
持
に
よ
り
崩
壊
を
防
止
し
得
た
も
の
で
は
在
〈
、
結
局
外
貨
乃
至
正
貨
に
直
接
か
間
接
か
に
連
繋
を

有
す
る
が
故
に
慣
値
E
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
蓮
繋
が
繕
領
す
る
限
り
慎
値
の
低
落
も
防
止
さ
れ
得
る
限
度
が
劃
さ
れ
る
と
見

法
幣
錫
替
の
補
強
工
作

帯
主
十
三
巻

五
五

第
宜
貌

七

前掲、法幣の「法定相場Jr市場相場」及「商業相場」、 pp・31--3.3
前掲、凶民政府田職時金融針策、 p.136 
問費内容は幕政府棚五百寓暁、英国側提棋有百高時計一千高時四傍λ喜安定主寄
金。
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法
幣
偽
替
D
補
強
工
作

第
五
十
三
巻

節
目
玉
抗

七

主五

五

る
こ
と
が
出
来
る
。
針
外
潟
替
相
場
維
持
D
必
要
は
政
府
D
封
外
購
買
力
強
化
の
建
前
か
ら
夙
に
留
意
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
錦
替
相

場
の
引
下
は
政
府
の
針
外
購
買
力
を
減
少
せ
し
め
支
郊
の
戦
守
絞
稗
遼
行
を
阻
害
す
る
と
と
に
友
る
と
畳
慮
す
る
意
見
忙
沿
い
て
は

鋳
替
相
揚
は
内
外
物
債
の
調
整
如
何
の
問
題
を
離
れ
て
政
府
の
利
盆
の
岬
胞
に
、
そ
の
錦
替
相
場
の
維
持
が
主
張
さ
れ
た
所
で
あ
る
。

併
し
こ
己
に
そ
の
維
持
を
不
可
能
と
見
る
時
、
支
部
は
一
路
不
利
た
依
件
の
み
に
陥
ち
て
行
く
で
あ
ら
う
か
の
問
題
に
逢
着
す
る
。

削
ち
園
内
物
侵
と
均
衡
を
失
っ
た
支
那
の
針
外
鵠
替
は
寧
ろ
放
任
せ
し
め
て
、
外
闘
品
の
輸
入
を
防
止
し
、
入
超
増
に
上
る
通
貨
準

備
の
減
退
を
阻
止
す
べ
し
と
説
〈
如
き
は
一
際
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
は
あ
る
。
さ
れ

E
己
れ
は
平
時
の
矯
替
理
論
で
あ
り
、
職
時
粧

済
の
支
那
に
乙
の
論
旨
は
そ
の
ま
ま
で
は
趨
用
さ
れ
難
い
。
然
も
阻
止
せ
ん
と
し
て
防
禦
し
得
や
と
見
て
も
、
と
と
に
留
意
す
べ
き

角
度
が
存
在
す
る
。

重
度
政
府
の
軍
需
品
買
付
は
既
に
支
那
D
正
貨
準
備
が
勝
或
は
弗
勘
定
に
置
換
ら
れ
た
と
同
様
の
意
味
に
告
い
で
外
閣
側
支
援
白

綬
〈
限
り
、
矯
替
の
低
落
は
蒋
介
石
政
府
の
軍
需
品
川
且
付
に
影
響
を
軽
微
の
も
D
と
す
る
と
せ
ば
、
支
那
は
通
貨
慎
値
hz
低
落
せ
し

め
て
、
日
本
の
針
支
闘
係
を
不
利
に
導
昔
、
日
本
乃
至
新
政
構
白
新
通
貨
工
作
を
不
利
に
陥
れ
る
に
利
用
す
べ
し
と
設
〈
法
幣
低
矯

g
 

棒
読
は
注
目
主
要
し
た
所
で
あ
る
。

以
上
一
聯
の
経
過
を
夏
に
一
段
と
補
強
す
る
D
措
泣
と
し
て
、
本
年
八
月
十
八
日
重
慶
政
府
の
護
表
し
た
る
「
外
陸
管
理
委
員
合
」

の
設
置
が
あ
る
。
右
は
法
幣
平
準
資
金
委
員
合
D
決
定
の
寅
行
に
営
る
も
の
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
た
ん
い
ふ
。
英
米
の
支
那
在
外

資
産
の
一
凍
結
に
闘
し
、
爾
後
に
烏
け
る
職
入
、
輪
出
関
係
措
置
り
改
廃
と
共
に
向
後
の
成
行
に
留
意
を
嬰
す
る
。

支
那
の
金
融
、
財
政
に
つ
い
て
は
英
米
依
存
の
欄
係
が
濃
厚
で
あ
る
と
と
は
今
夏
言
を
侠
た
た
い
。
そ
こ
忙
は
上
海
自
由
市
揚
支

持
論
を
主
張
し
た
ロ
ジ
ャ
ー
ス

(3wu
問
。
町
内
与
の
退
場
が
あ
っ
た
占
し
で
も
、
英
、
米
殊
に
米
岡
の
関
心
を
眠
〈
反
映
し
て
重
度
政

権
の
向
後
の
動
向
を
看
取
し
た
け
れ
ば
取
ら
在
い
も
り
が
多
分
K
伏
在
す
h
o

孟昭増、新井暗平準某金興愉落直皆幣、財政評論、第宍巻、第一期、 pp.76
80朱通丸、戦時値目守問題 Pp.103-II4・
The Anglo-American Stabilization Agreement With 'China， Flnance and 
Co回田町民， July 16. 1941. pp. 53-54 
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